
現場密度試験 目的と概要

目的

•現場における土の密度の把握

概要

•盛土等の締固め管理に広く利用
•質量を直接、体積を間接的に測定する：砂置換法、
突き砂法、水置換法

•定体積の容器を土に圧入し、質量・体積を直接測定
する：コアカッター法

•他の物理量で密度を間接的に測定する：RI測定
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現場密度試験方法の比較
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砂置換法のイメージ
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砂置換法の特徴

砂や細粒土に適用

標準的で、簡便

掘削にやや熟練を要する

容器や乾燥砂の検定が必要

乾燥砂の取り扱いに注意が必要
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突き砂法のイメージ
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突き砂法の特徴
砂置換法に比べて、礫混じり土にも適用できる

高含水の砂や空隙の大きな土には不適

高速道路やフィルダムで採用

置換用の砂の検定が必要

突き砂には熟練を要する
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水置換法の特徴

岩石質材料に適用

主にフィルダムで採用

試験孔壁とビニールを密着させることが重要

測定誤差はやや大きい
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コアカッター法の特徴

自立性のある細粒土や土混じり砂に適用

コアカッターの圧入に、やや熟練を要す

圧入が困難な硬質土には適用できない

安価で、迅速
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ラジオアイソトープ（RI）法のイメージ
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ラジオアイソトープ（RI）法の特徴
すべての土質に適用（巨礫以外）

密度と含水比を短時間に測定可能

技巧や熟練による影響少ない

測定用具は高価

放射線利用のため、安全への配慮必要
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